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三
装
飾
美
術
・
生
活
工
芸
の
草
分
け

音

楽

学

校

か

ら

美

術

学

校

へ

装
飾
美
術
・
生
活
工
芸
の
草
分
け
で
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
図
案
・
版
画
の
移
入
者
、
さ
ら
に
詩
人
、
作
曲
家
で
も

あ
る
斎
藤
佳
三
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
ニ
十
八
日
、
由
利
郡
矢
島
町
館
町
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
佳
蔵



で
あ
る
。

祖
父
は
庄
屋
、
村
長
を
務
め
た
趣
味
人
で
あ
り
、
父
親
は
同
町
の
初
代
郵
便
局
長
で
、
県
議
会
議
員
も
務
め
て
い
る
。

佳
三
は
、
矢
島
の
小
学
校
を
経
て
、
明
治
三
十
三
年
に
秋
田
中
学
に
入
学
す
る
が
、
四
年
次
に
、
有
名
な
寮
生
ス
ト

ラ
イ
キ
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

秋
田
中
学
で
は
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
断
続
的
に
発
生
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
逐

次
処
分
が
行
わ
れ
て
い
た
。

教
頭
や
舎
監
の
ス
パ
ル
タ
管
理
に
反
発
す
る
寮
生
を
大
量
に
処
分
し
た
た
め
、
寮
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
生
徒
も
寮

生
に
同
情
し
、
学
校
当
局
の
強
引
な
や
り
方
に
反
発
し
て
同
盟
休
校
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
い
い
も
の
は
、

出
し
て
も
何
と
か
な
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」
と
い
う
の
が
、
剛
教
育
で
知
ら
れ
、
後
に
代
議
士
に
も
な
っ
た
添
田
飛
雄
太

郎
校
長
の
言
で
あ
っ
た
と
い
う
。

校
長
の
予
言
通
り
、
退
学
処
分
を
受
け
た
生
徒
の
中
に
は
、
ゲ
ー
テ
研
究
の
木
村
謹
治
（
後
述
）
、
ペ
ル
シ
ャ
の
古

詩
「
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
」
の
訳
者
で
農
民
文
学
の
堀
井
梁
歩
（
後
述
）
、
「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
」
の
訳
者
で
パ
リ
に
住
ん

だ
椎
名
其
二
、
創
作
舞
踊
の
黎
明
期
を
飾
っ
た
石
井
漠
（
後
述
）
、
初
代
秋
田
市
美
術
館
長
奈
良
環
之
助
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
た
。

斎
藤
佳
三
も
そ
の
一
人
で
、
早
期
処
分
組
で
あ
る
。
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
斎
藤
は
東
京
神
田
の
叔
父
宅
に
止
宿

し
て
早
稲
田
中
学
に
転
校
、
翌
三
十
七
年
の
二
学
期
か
ら
は
順
天
中
学
の
五
年
生
に
編
入
学
し
て
い
る
。



多

彩

な

交

友

関

係

そ
の
後
、
斎
藤
は
作
曲
家
を
志
し
て
官
立
東
京
音
楽
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
の
前
身
）
に
進
み
、
そ
こ
で

一
つ
年
上
の
山
田
耕
筰
を
知
り
、
小
山
内
薫
、
北
原
白
秋
、
三
木
露
風
ら
と
交
友
を
結
ぶ
が
、
小
山
内
の
妹
に
デ
ザ
イ

ン
の
才
能
を
見
出
さ
れ
、
音
楽
学
校
を
中
退
し
て
官
立
東
京
美
術
学
校
（
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
の
前
身
）
図
案
科

に
入
り
直
す
。

美
校
で
は
、
新
た
に
日
本
画
科
の
川
路
柳
虹
や
石
井
漠
と
親
し
む
か
た
わ
ら
、
自
筆
年
譜
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
一

年
十
月
に
名
曲
「
ふ
る
さ
と
の
」
（
三
木
露
風
詩
）
が
書
か
れ
た
。

美
校
に
卒
業
制
作
を
提
出
し
た
斎
藤
は
、
卒
業
前
の
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
一
月
に
ド
イ
ツ
に
渡
る
。
明
治
四

十
三
年
に
渡
欧
し
て
い
た
山
田
耕
筰
と
同
宿
し
な
が
ら
ベ
ル
リ
ン
王
立
美
術
工
芸
学
院
で
構
成
美
学
を
学
び
、
あ
わ
せ

て
、
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
の
主
宰
す
る
音
楽
舞
踊
学
校
で
、
リ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
も
積
む
。

大
正
三
年
一
月
、
大
戦
の
気
配
が
濃
く
な
っ
た
の
で
、
山
田
と
と
も
に
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
急
遽
帰
国
、
早
速
、
持
参

し
て
き
た
表
現
派
の
版
画
展
を
日
比
谷
美
術
館
で
三
月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
し
た
。
こ
れ
が
日
本
初
の
西

欧
版
画
展
と
な
り
、
白
樺
派
や
東
郷
青
児
ら
に
影
響
を
与
え
る
。

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
知
識
を
身
に
着
け
て
帰
国
し
た
斎
藤
を
待
っ
て
い
た
の
は
冷
た
い
軍
隊
生
活
で
、
斎
藤

は
一
年
志
願
兵
と
し
て
青
森
の
第
五
連
隊
に
入
隊
し
、
八
甲
田
遭
難
事
故
か
ら
親
友
小
玉
確
治
と
二
人
で
「
吹
雪
」
を



作
詞
作
曲
し
た
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。

五
年
三
月
に
は
初
の
歌
曲
集
『
新
し
き
民
謡
』
十
曲
を
山
田
の
校
閲
を
経
て
出
版
し
た
ほ
か
、
同
年
六
月
創
立
の
山

田
、
小
山
内
、
石
井
ら
に
よ
る
「
新
劇
場
」
に
も
協
力
し
、
解
散
後
は
、
日
本
初
の
オ
ペ
ラ
常
設
館
で
あ
る
ロ
ー
ヤ
ル

館
の
舞
台
装
置
も
担
当
し
た
。

美
術
と
音
楽
を
合
わ
せ
、
リ
ズ
ム
模
様
を
発
表
し
て
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
斎

藤
が
東
京
美
術
学
校
で
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
八
年
五
月
か
ら
で
、
担
当
し
た
の
は
意
匠
学
と
服
飾
学
で
あ

る
。
当
時
の
教
授
は
文
様
学
の
小
場
恒
吉
で
、
斎
藤
は
小
場
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
。

十
一
年
、
石
井
漠
の
渡
欧
公
演
に
同
行
し
て
再
度
留
学
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
す
る
が
、
関
東
大
震
災
の
た

め
翌
年
十
二
月
に
は
帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
渡
欧
は
私
費
で
は
な
く
、
農
商
務
省
嘱
託
と
し
て
特
許
局
か
ら
は
意
匠
法

を
、
美
校
か
ら
は
装
飾
美
術
教
育
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
の
公
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

帰
朝
し
て
み
る
と
、
留
守
の
間
に
起
こ
っ
た
大
震
災
で
東
京
の
様
相
は
一
変
し
て
い
た
が
、
斎
藤
に
と
っ
て
嬉
し
か
っ

た
の
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
新
館
が
激
震
に
も
耐
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
渡
欧
前
、
斎
藤
は
ホ
テ
ル
の
設
計
者
で

あ
る
ラ
イ
ト
か
ら
依
頼
さ
れ
て
調
度
品
な
ど
イ
ン
テ
リ
ア
部
門
を
受
け
持
ち
、
優
れ
た
才
能
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

帝

展

に

対

決



帰
国
後
の
最
初
の
仕
事
と
し
て
斎
藤
は
、
「
リ
ズ
ム
模
様
」
と
題
す
る
作
品
展
を
開
き
、
そ
の
後
も
活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
、
日
本
で
初
め
て
「
商
業
美
術
」
「
商
業
デ
ザ
イ
ン
」
「
服
飾
シ
ル
エ
ッ
ト
」
の
語
を
流
行
さ
せ
た
。

当
時
、
わ
が
国
最
大
の
美
術
展
は
帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
帝
展
は
唯
美
主
義
に
陥
っ
て

い
た
。
斎
藤
は
、
芸
術
に
は
生
活
感
覚
が
不
可
欠
な
こ
と
を
説
き
、
新
聞
紙
上
等
で
盛
ん
に
自
説
を
披
瀝
し
て
、
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
、
帝
展
に
美
術
工
芸
部
門
を
設
け
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

こ
の
帝
展
工
芸
部
に
斎
藤
は
、
屏
風
、
電
気
ス
タ
ン
ド
、
小
机
な
ど
を
飾
り
つ
け
た
四
畳
半
の
和
室
を
出
品
し
た
が

落
選
の
憂
き
目
を
み
た
。
頭
の
固
い
帝
展
審
査
員
の
目
に
は
、
部
屋
な
ど
と
は
非
常
識
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と

映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

斎
藤
は
朝
日
新
聞
紙
上
で
激
し
く
反
駁
し
、
よ
う
や
く
理
解
を
得
ら
れ
た
の
か
、
翌
年
に
は
「
食
後
の
お
茶
の
部
屋
」

が
入
選
、
以
後
、
四
年
「
寛
ぎ
の
食
堂
」
、
五
年
「
日
本
間
の
寝
床
」
、
六
年
「
応
接
室
」
、
七
年
「
音
楽
室
の
照
明
・

ピ
ア
ノ
を
主
と
し
た
部
屋
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
生
活
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
美
術
を
発
表
し
て
い
っ
た
。

斎
藤
の
目
は
、
つ
と
に
大
正
期
か
ら
、
工
芸
史
が
実
用
美
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

斎
藤
は
一
方
で
、
草
創
期
の
映
画
と
の
か
か
わ
り
も
深
い
。
大
正
九
年
に
蒲
田
撮
影
所
が
で
き
る
と
小
山
内
薫
が
そ

こ
の
所
長
に
な
り
、
斎
藤
は
美
術
部
長
と
し
て
参
画
す
る
。
小
山
内
は
付
属
の
松
竹
キ
ネ
マ
俳
優
学
校
の
校
長
も
兼
ね

て
お
り
、
斎
藤
は
そ
れ
に
協
力
し
て
小
山
内
と
と
も
に
俳
優
教
育
に
も
あ
た
っ
た
。

二
人
は
学
生
時
代
・
ベ
ル
リ
ン
時
代
か
ら
の
友
人
同
士
だ
か
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
映
画
と
い
う
新
し
い
芸
術
分
野
に

飛
び
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。



昭
和
六
年
に
ト
ー
キ
ー
が
誕
生
す
る
が
、
そ
の
前
年
に
試
作
品
と
し
て
「
故
郷
」
が
製
作
さ
れ
た
。
こ
の
映
画
は
、

斎
藤
が
作
曲
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
」
を
主
題
と
し
た
作
品
で
、
藤
原
義
江
と
夏
川
静
江
が
主
役
を
務
め
て
い
る
。

帝
劇
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
歌
舞
伎
座
の
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
を
担
当
し
た
斎
藤
は
、
昭
和
四
年
十
月
に
、
中
国
国
立
芸
術

院
の
図
案
科
主
任
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
か
の
地
に
三
年
間
滞
在
す
る
。
上
海
事
件
の
た
め
六
年
九
月
に
帰
国
す
る
が
、

こ
の
間
に
「
西
湖
湖
畔
駄
菓
子
売
り
」
な
ど
を
作
曲
し
た
。

九
年
に
は
東
京
図
案
専
門
学
院
長
に
就
任
し
、
太
平
洋
戦
争
が
近
づ
い
た
十
四
年
に
は
、
厚
生
、
商
工
両
省
の
委
嘱

で
〈
国
民
服
〉
を
つ
く
り
、
広
く
着
用
さ
れ
た
。

翌
十
五
年
に
は
東
京
服
装
美
術
学
校
の
校
長
に
な
る
と
と
も
に
、
皇
后
の
宮
中
服
も
考
案
。
さ
ら
に
、
戦
後
間
も
な

く
の
二
十
一
年
に
は
日
本
女
子
大
学
生
活
芸
術
科
講
師
、
東
筑
紫
学
園
短
期
大
学
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

音
楽
の
方
で
は
、
昭
和
六
年
七
月
に
、
『
日
本
新
歌
謡
曲
第
一
輯
　
斎
藤
佳
三
作
曲
』
を
ビ
ク
タ
ー
出
版
社
か
ら
刊

行
。
こ
れ
は
川
路
柳
紅
、
九
条
武
子
ら
に
自
作
の
詩
も
入
れ
た
七
曲
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
同
年
二
月
の
ビ
ク
タ
ー
「
ハ
ロ
ウ
ほ
ん
も
く
」
（
高
木
健
夫
詞
）
、
九
年
五
月
の
「
山
の
娘
は
」
（
西
条
八

十
詞
）
な
ど
流
行
歌
も
昭
和
元
年
以
来
、
ビ
ク
タ
ー
、
ポ
リ
ド
ー
ル
、
キ
ン
グ
な
ど
か
ら
六
十
曲
出
し
て
い
る
。

代
表
作
「
ふ
る
さ
と
の
」
は
、
七
年
九
月
〈
国
民
歌
謡
〉
と
し
て
阿
部
秀
子
の
歌
で
放
送
さ
れ
、
九
年
二
月
以
降
、

幾
度
も
電
波
に
乗
っ
て
愛
唱
さ
れ
た
。
同
じ
ラ
ジ
オ
歌
謡
「
月
の
夜
更
け
に
」
は
、
昭
和
十
二
年
の
懸
賞
放
送
文
芸
当

選
詩
に
作
曲
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
に
、
歌
曲
、
歌
謡
曲
合
わ
せ
て
五
十
曲
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。



人

は

人

を

見

抜

く

昭
和
二
十
八
年
、
東
京
芸
大
の
図
案
科
主
任
教
授
が
死
去
し
、
後
任
問
題
が
発
生
し
た
。
当
時
、
同
大
の
工
芸
科
長

は
秋
田
中
学
で
も
美
校
で
も
斎
藤
の
先
輩
で
あ
る
文
様
学
の
権
威
小
場
恒
吉
で
あ
る
。
意
見
を
求
め
ら
れ
た
小
場
は
斎

藤
を
推
薦
し
た
。

口
髭
や
ビ
ロ
ー
ド
の
洋
服
、
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
と
い
っ
た
も
の
が
よ
く
似
合
う
斎
藤
と
小
場
は
性
格
が
ま
っ
た

く
反
対
で
肌
合
い
も
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
た
の
だ
が
、
仕
事
の
面
で
は
小
場
は
斎
藤
を
高
く
買
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

人
は
人
を
見
抜
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
教
授
就
任
の
要
請
を
受
け
た
斎
藤
は
煮
え
切
ら
な
い
態
度
を
示
し
た
。
実
は
こ
の
時
、
斎
藤
の
身
体
は
ガ

ン
に
侵
さ
れ
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
昭
和
三
十
年
十
一
月
十
七
日
、
多
彩
な
才
能
を
誇
る
と
同
時
に
、
道
な
き
道
を
実
力
で
切
り
開

い
て
い
く
と
い
う
も
っ
と
も
困
難
な
先
覚
の
道
を
歩
ん
だ
斎
藤
は
、
秋
田
中
学
以
来
の
親
友
で
あ
る
石
井
漠
ら
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
世
田
谷
区
上
北
沢
の
自
宅
で
波
瀾
に
富
ん
だ
六
十
八
年
の
生
涯
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
葬
儀
は
、
山
田

耕
筰
が
葬
儀
委
員
長
を
務
め
る
音
楽
葬
で
あ
っ
た
。

斎
藤
の
墓
は
郷
里
の
矢
島
町
龍
源
寺
に
あ
り
、
矢
島
町
の
ほ
か
、
兵
庫
県
竜
野
市
に
も
「
ふ
る
さ
と
の
」
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
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